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操作マニュアル 

 
 
 
 

取引手数料無料の外国為替証拠金取引「楽天ＦＸ」モバイル版 

ご注文方法、お取引の照会、各種設定についての詳細をご説明します。 
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 １．ログイン画面 /ログアウト 
［1.1 ログイン］

 

① ログイン ID（８桁の半角数字）を入力 

② パスワード（モバイルパスワード）を入力 

③ をクリックしてください。 

【シングルサインオン機能】 

楽天ＦＸモバイル版はシングルサインオン機能を導入しております。 

楽天証券のモバイルにログインしていれば、楽天 FX モバイル専用 

のログイン ID とログインパスワードを入力せずに楽天証券モバイル 

画面から楽天 FX モバイル専用にアクセス可能です。 

 

 

※ ログインエラー 

【口座番号またはパスワードが正しくありません。口座番号・パスワードをご確認のうえ、再度ログインしてくださ

い。】 

○パスワードは、大文字と小文字の区別がございますので、ご注意ください。 

○楽天ＦＸ口座開設後に表示されるパスワードは、初回ログイン時のみ使用する仮パスワードです。2 回目

以降のログインは、お客様ご自身で変更されたパスワードをご入力ください。 

口座番号・パスワードは共に半角英数を使用いたしております。半角英数になっているかご確認ください。 

 

 

楽天ＦＸモバイル版へのログイン ID（口座

番号）・パスワードは「楽天証券の ID・パス

ワード」とは異なります。 

楽天 FX モバイルのログイン ID・初回パスワ

ードは、ホームページにログイン後「口座情

報」→「各種口座開設状況」→「楽天

FX 口座」でご確認ください。楽天 FX へロ

グインなさる際には十分にご注意ください。 

 

お知らせ 

掲載 

 

［1.2 お知らせ］ 

ボタンの下の欄には、楽天証券からのお知らせが表示されています。 

  

 

※ 文字数などの都合で、全文を掲載できない場合があります。 

定期的に web で確認していただきますよう、お願いいたします。 
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［1.3 ログインの後に］ 
初回ログイン時のみ、パスワード変更の画面が表示されます。初期パスワード（ウェブパスワード）を変更してください。 

 

※変更後、パスワードを忘れた場合、カスタマーサービスにお電話（0120-41-1004）ください。口座開設時に設定な

さった初期パスワードに再度、変更させていただきます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① メインメニューの「9 パスワード変更」を押下し、パスワード変更画面に遷移した後、「変更前パスワード」、

「変更後パスワード」、確認のためもう一度「変更後パスワード」を再度入力してください。 

② をクリックしてください。 

 

※ 新しいパスワードは半角英数字で 6 文字以上 16 文字以下が必要です。 

 

［1.4 ログアウト］ 
 閲覧を止める場合は、「0 ログアウト」 を押下してください。 
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 2．メインメニュー 
 
楽天 FX モバイルのログイン後画面です。 
 

［2.1 メインメニュー画面の見方］  
 

 
１.レート表示： 各通貨ペアごとの、現在のBID/ASKレートおよび簡易チャートを表示   

します。 

 

２.取引選択：新規注文、決済注文、取消注文、IF-DONE注文、OCO注文、      

IF-OCO 注文を発注することができます。 

 

３.ポジションサマリ：通貨ペアごとに、合計建玉数量、評価損益、スワップ、差引損益     

を表示します。 

 

 

４.注文照会：今までの注文の履歴を閲覧することができます。 

 

５.約定照会： 約定した注文の履歴を閲覧することができます。 

 

６.建玉照会： 現在保有中の建玉詳細を閲覧することができます。 

 

７.口座照会： 純資産、受入証拠金、アセットコントロール、ストップロス基準額、未決済建玉評価損益、未決済ス

ワップ損益、入出金予定額、建玉必要証拠金、注文中証拠金、注文必要証拠金、取引余力、証拠金維持率、

プレアラーム基準額、ロスカット基準額、通貨別（USD、ＪＰＹ）残高を表示します。 

 

８.入出金照会： 過去の取引損益、スワップ金利、コンバージョン等の、受入証拠金の増減に関する履歴を各通貨

別に閲覧することができます。また、決済した建玉の損益やスワップ金利などがすぐに閲覧できます。 

 

９.パスワード変更： 楽天ＦＸモバイルのログインパスワードを変更することができます。 

 

０.ログアウト： 楽天ＦＸモバイルでの、閲覧、取引をやめる場合に押下します。 
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 ３．レート表示と簡易チャート表示 
 
楽天ＦＸでは、10 通貨ペアのレートを表示しています。 

 

［3.1 レート表示］ 
メインメニューの「１.レート表示」を選択し押下すると、各通貨ペアのBID/ASKレートが表示されます。 

 

 

［3.2 レート表示の更新］ 
レート表示は自動更新ではありません。最新のレートを表示したい場合は、[再読込]を選択し押下してくださ

い。 
  

［3.3 レート詳細表示］ 

レート表示のUSD/JPY, EUR/USD, AUD/JPY 等の通貨ペア表示を押下すると、その通貨ペアのレート詳

細（BID,ASKレート、当日の高値、安値とそれぞれの時刻）が表示されます。最新のレートを表示したい場合

は、［現在値］を押下してください。 
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例：USD/JPY を選択した場合のレート詳細表示 

簡易チャート表

示設定メニュー

［3.4 簡易チャート表示］ 
レート詳細表示で選択した通貨ペアの簡易チャート（ローソク足チャート）を表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.①のプルダウンメニューで「BID」、「ASK」のいずれかの表示値を選択してください。 

2.②のプルダウンメニューで「1 分」、「5 分」、「30 分」、「1 時間」、「1 日」、「１週間」、

ヶ月」のいずれかの区切り時間を選択してください。 

③のプルダウンメニューで「20」、「30」、「50」のいずれかの表示ソーソク足数を選択

してください。 

④のプルダウンメニューで「大」、「中」、「小」のいずれかの表示サイズを選択してくだ

さい。 

 

「1

 

3.

 

4.

5.  を押下してください。 

※携帯端末によっては、表示されない場合があります。 
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４．取引選択 
新規注文、決済注文、取消注文、IF-DONE 注文、OCO 注文、IF-OCO 注文を発注することができます。 
決済注文を出すときには、現在保有している建玉の選択から決済注文を出すこともできます。 

注文取消は現在、有効・待機中となっている注文を取消することができます。 

IF -DONE：順番を決めた 2 つの指値（逆指値）注文を同時に出すときに使用します。  

 A が成立したら B が有効になる注文です。 

 ※モバイルからの注文は、「新規」⇒「決済」のみの注文となります。 

OCO：2つの指値（逆指値）を同時に出し、どちらかが成立したらもう片方を自動的に取消に

なる注文を出すときに使用します。A か B、どちらかが成立したらもう片方はキャンセルになり

ます。 

※モバイルからの注文の場合は、「決済」と「決済」又は、「新規」と「新規」のみの注文と

なります。 

IF -OCO：IF-DONE 注文と O.C.O 注文を組み合わせた注文方法です。1 次注文の指値

（逆指値）が成立すると、2 次注文の O.C.O が有効になります。 

※モバイルからの注文の場合は、「新規」→「決済」のみの注文となります。

 

［4.1 新規注文］ 
  メインメニューより「2.取引選択」-「・新規注文」を選択し「■新規注文」画面を表示してください。 

 

１.①より新規注文をしたい［通貨ペア］をプルダウンメニューより選択してください。 

 

２.②より 「売」、「買」の別を選択してください。  

 

３.③に［数量］を 10,000 通貨単位で入力してください。 （例：30,000 通貨の場合は整数の 3 を入力） 

 

４.④より［執行区分］を選択してください。 

  
「成行」・・・価格を指定しない注文です。レートの変動により、予想外の高い（安い）価格で売買が成立することが

あります。 
 「指値」・・・売買注文を出すレートを指定する注文です。指定するレートは注文発注時のレートよりも有利な条件

になります。買い注文時は発注時のレートより低く、売り注文時は発注時のレートよりも高いレートの指

定になります。相場急変時には、ご指定いただいたレートよりも有利なレートで約定する（スリッページ）こ

とがあります。 

「逆指値」・・・売買注文を出すレートを指定する注文です。指定するレートは注文発注時のレートよりも不利な

条件になります。買い注文時は発注時のレートよりも高く、売り注文時は発注時のレートよりも低いレー

トの指定になります。相場急変時には、ご指定いただいたレートよりも不利なレートで約定する（スリッペ

ージ）ことがあります。 

 

 

５.⑤に注文するレートを入力してください。（［執行区分］で「指値」あるいは「逆指値」を選択した場合のみ入力） 
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６.⑥より［有効期限］を選択してください。 

（［執行区分］で「指値」あるいは「逆指値」を選択した場合のみ入力） 

 

「DAY」・・・お客様の注文を当社が確認した時から当該営業日の 

楽天 FX 取引時間終了時刻まで。 

「WEEK」・・・お客様の注文を当社が確認した時からその週の 

最終営業日における楽天 FX 取引時間終了時刻まで。 

「GTC」・・・お客様の注文を当社が確認した時から、 

お客様が当該注文を取消し、その意志表示が当社に 

受領された時まで。  

 

※営業日（土、日、元日を除く）の取引終了時刻とは、ニューヨーク外為 

市場午後 5 時 55 分（週末は午後 5 時 50 分）とします。 

（冬時間では東京時間の午前 6 時 55 分/週末は午前 6 時 50 分） 

ただし、ニューヨーク外為市場が休場の場合には、 

東京外為市場午後 5 時とする場合があります。 

また、年末年始はこれと異なる定めを行うことがありますが、 

この場合には事前にウェブにて通知します。 確認画面に遷移 

 

7. を押下すると確認画面に遷移します。 

（ を押下しただけでは、注文は発注されません） 

 

8.確認画面で注文内容の確認し、全て正しければ、 

を押下し、注文を発注してください。 

発注した注文は「注文照会」（23 ページ）で確認することができます。 

 

 

  注文内容の訂正やキャンセルする場合は、 を 

押下してください。 

お客様のお名前・口座番号が表示されます。 
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［4.2 決済注文（建玉選択）］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「・決済注文」を選択し「■決済注文」画面を表示してください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.①より決済をしたい［通貨ペア］をプルダウンメニューより選択してください。 

 「全て」を選択すると全ての通貨ペアが対象となります。 

  

２.②より決済したい［売買］の別をプルダウンメニューより選択してください。 

 ［全て］・・・全ての建玉    ［売］・・・売建玉    ［買］・・・買建玉  

 

３.①と②を選択後、③を押下してください。 

選択条件を満たした建玉の一覧を表示します。 

 

※ 右は［通貨ペア］で「USD/JPY」を［売買］で「買」を選択した例です。 

 

４.［注文番号］の下にある数字（例の場合：2009032400000007）を 

押下すると、右の情報以外に押下時点での［評価レート］、［評価損益］、 

［未決済スワップ損益］、［差引損益］を表示します。 

 

５.検索結果の下にある「決済注文」を押下すると決済注文画面に 

遷移します。 

 

※４の検索結果が複数ある場合、それぞれの建玉ごとに「決済注文」リンク 

があります。 
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［4.3 決済注文（発注）］ 
 

 

１.①に［決済数量］を 10,000 通貨単位で入力してださい。 

下段に最大指定可能数量が表示してあります。 

右の例では、20,000（2 万）通貨まで、入力可能です。 

 

２.②で［執行区分］を選択してください。 

  

３.③に注文するレートを入力してください。 

（［執行区分］で「指値」あるいは「逆指値」を選択した場合のみ入

力） 

 

４.④より［有効期限］を選択してください。 

 

５.⑤ を押下すると確認画面に遷移します。 

（ を押下しただけでは、注文は発注されません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６.確認画面で注文内容の確認し、全て正しければ、 

を押下し、注文を発注してください。 

発注した注文は「注文照会」（23 ページ）で確認することができます。 

 

注文内容の訂正やキャンセルする場合は を  

さい。 

 

 

押下してくだ

確認画面に

遷移 
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［4.4 決済注文（キャンセル＋成行）］ 

 

既に決済注文（指値・逆指値）を出している場合は、決済注文の取消をしたうえで、成行にて決済注文を出すこと

ができます。 
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キャンセル+成行注文の注意事項 

 

※  は、成行のときのみ選択可能です。 

 

※取消欄にチェックを入れただけでは選択した決済注文は取消されません。 

  

※キャンセル+成行注文により注文が実行され決済が行われない限り、選択した決済注文の(上記例の場合、逆指

値決済注文)キャンセルは実行されません。 

  

※約定が行われず、再度チェックを外すことで、それまで入っていた決済注文が有効の状態に戻ります。 

 

※キャンセル+成行注文は、既に出されている「有効」状態の決済注文の取消しと、成行での決済を同時に行う機

能です。注文の取消のみを行う場合は、「注文取消」よりお願い致します。 
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［4.5 注文取消］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「・取消注文」を選択し「■注文取消」画面を表示してください。 

１.①のプルダウンメニューより取消をしたい［通貨ペア］を選択してください。 

 「全て」を選択すると全ての通貨ペアが対象となります。 

  

２.②のプルダウンメニューより取消をしたい［注文区分］選択してください。 

 

３.③プルダウンメニューより取消したい［売買］の別を選択してください。 

 ［全て］・・・全ての建玉    ［売］・・・売建玉    ［買］・・・買建玉  

 

４.①と②と③を選択後、④ を押下してください。 

選択条件を満たした注文取消対象の一覧を表示します。 

※ 右は［通貨ペア］で「USD/JPY」を、［注文区分］で「新規」を、［売買］

で「全て」を選択した例です。 

 

５.検索結果の下にある「注文取消」を押下すると注文取消確認画面に注

文画面に遷移します。 

 （この時点では、注文取消は確定していません） 

※ ４の検索結果が複数ある場合、それぞれの注文取消対象ごとに「注文

取消」リンクがあります。 

                          

６.注文取消確認画面で取消内容の確認をし、全て正しければ、 

 を押下し、取消を確定してください。           

 
確認画面

に遷移 
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［4.6 IF-DONE 注文 ］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「・IF-DONE 注文」を選択し「IF-DONE１次」画面を表示してください。 

IF-Done とは「もし約定したら」の意味で、2 つの注文を同時に出しておき、最初の注文（1 次注文）が約定した

ら、もう一方の注文（2 次注文）が有効となる注文のことです。1 次注文が約定しなければ 2 次注文は有効と

はならず、それまでは待機中として扱われます。 

 

【１次注文の入力】 

１.①のプルダウンメニューより［通貨ペア］を選択してください。 

  

２.②より［売買］の別を選択してください。 

 

３.③に［数量］を 10,000 通貨単位で入力してください。   

（例：30,000 通貨の場合は整数の 3 を入力） 

 

４.④より［執行区分］を選択してください。 

 

５.⑤に注文するレートを入力してください。 

 

６.⑥より［有効期限］を選択してください。 

７.①～⑥の項目を選択あるいは入力後、 を 

押下してください。2 次注文画面に遷移します。 

 

※右は、[通貨ペア］は「GBP/JPY」に、[売買]は「買」に、[数

量]は「5」に、［執行区分］は「指値」に、［注文レート］は

「135.20」に、[有効期限]は「WEEK」に指定した例です。 

 

注文内容の訂正やキャンセルする場合は を 

押下してください。 
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【2 次注文の入力】 

８.⑦より［執行区分］を選択してください。 

 

９.⑧に注文するレートを入力してください。 

 

※［通貨ペア］、［数量］、［有効期限］は 1 次注文の内容を引継ぎ、 

［売買］は 1 次注文と反対になります。 

※右は［執行区分］を「逆指値」、［注文レート］を「 120.80」に指定し  

た例です。 

 

10.⑦と⑧を指定後、 を押下してください。 

確認画面に遷移します。 

 

 

注文内容の訂正やキャンセルする場合は を 

押下してください。 

確認画面

に遷移 11.確認画面で注文内容の確認し、全

て正しければ、 を押下し、

注文を発注してください。 

発注した注文は「注文照会」（23 ペー

ジ）で確認することができます。 
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［4.7 OCO 注文］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「・OCO 注文」を選択し「■OCO 注文」画面を表示してください。 

O.C.O とは「One Cancel Other＝ひとつが成立したら他を取消」の省略です。2 つの注文を同時に出しておき、

片方が約定したら、もう一方の注文をキャンセルする注文のことです。モバイルでは新規注文と決済注文のどち

らでも発注可能です。 

 

１.①のプルダウンメニューより新規注文をしたい［通貨ペア］を 

選択してください。 

２.②に［数量］を 10,000 通貨単位で入力してください。   

（例：30,000 通貨の場合は整数の 3 を入力） 

３.③より［売買］の別を選択してください。 

４.④より［執行区分］を選択してください。 

５.⑤に注文するレートを入力してください。 

６.⑥より［売買］の別を選択してください。 

７.⑦より［執行区分］を選択してください。 

８.⑧に注文するレートを入力してください。 

９.⑨より［有効期限］を選択してください。 

10. を押下すると確認画面に遷移します。 

（ を押下しただけでは、注文は発注されません） 

11.確認画面で発注内容の確認をし、全て正しければ、 を

押下し、注文を確定してください。  

 

※ 右は、「EUR/JPY」を 3 万、新規注文 A…買い、指値、120.00 

新規注文 B…売り、指値、140.00 の OCO 注文の例です。 

                      

 

※ 決済注文として、OCO 注文を使 

用する場合は、注文区分で「決済 

注文」を押下後、決済対象建玉を 

選択し（10 ページ）、上記 1～11 

に従い入力してください。 

                       

 

 確認画面

に遷移 
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［4.8 IF -OCO 注文］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「IF-OCO 注文」を選択し「IF-OCO 注文」画面を表示してください。 

IF-OCO とは、IF-Done 注文と O.C.O 注文を組み合わせた注文のことです。IF-Done 注文の 2 次注文に一組

の O.C.O 注文を出すことができます。1 次注文と O.C.O 注文で合計 3 つの注文を同時に出すのが特徴です。

一般的には 1 次注文に新規の建玉を出し、2 次注文に約定した時建玉を決済する指値注文と逆指値注文

を出します。 

【IF-OCO（1 次新規注文）】 

 

１.①のプルダウンメニューより新規注文をしたい［通貨ペア］ 

を選択してください。 

 

２.②より［売買］の別を選択してください。 

 

３.③に［数量］を 10,000 通貨単位で入力してください。   

（例：30,000 通貨の場合は整数の 3 を入力） 

 

４.④より［執行区分］を選択してください。 

 

５.⑤に注文するレートを入力してください。 

 

６.⑥より［有効期限］を選択してください。 

 

７. を押下すると 2 次注文（OCO 注文）画面に遷移します。

 

※ 右は、「CAD/JPY」を、売り、7 万、指値 92.30 「有効期限」を DAY 

の IF-OCO(1 次注文)例です。 
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【IF-OCO（2 次決済注文）】 

 

８.⑦に 2 次決済注文Ａ（OCO 注文の一方）の注文レートを入力してくだ

さい。 

 

９.⑧に 2 次決済注文Ｂ（OCO 注文のもう一方）の注文レートを入力して

ください。 

 

１０.⑦、⑧を入力後、 を押下してください。 

  確認画面に遷移します。 

 

１１.確認画面で注文内容の確認し、全て正しければ、 を

押下し、注文を発注してください。 

発注した注文は「注文照会」（23 ページ）で確認することができます。 

 

 

※ 右は、2 次決済注文Ａ（OCO 注文の一方）の注文レートを 77.40、 

2 次決済注文Ｂ（OCO 注文のもう一方）の注文レートを 98.60 の 

例です。 

※OCO 注文の入力につきましては、【4.6 OCO 注文】（17 ページ）を参照

してください。 

                      

                       

 

     

 

        

確認画面

に遷移 
注文内容の訂正やキャンセルする場合は を 

押下してください。 
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［4.9 AS 成行注文］ 
メインメニューより「2.取引選択」-「AS 成行注文」を選択し「AS 成行注文」画面を表示してください。 

刻々と変わるリアルタイムレートを参考にしながら、お客様が「買いたい」、「売りたい」と思ったときに注文を発注

する注文方法です。AS成行注文発注時には、新規・決済の区別、決済時の対象ポジションの選択がシステ

ムにて自動で行われるため（Auto Select）、従来の成行注文よりも、入力の手間が省かれ、簡単かつスピーデ

ィーな発注が可能となります。 

１.①のプルダウンメニューより注文をしたい［通貨ペア］を選択してください。

 

２.②より［売買］の別を選択してください。 

 

３.③に［数量］を 10,000 通貨単位で入力してください。   

（例：30,000 通貨の場合は整数の 3 を入力） 

４. を押下すると確認画面に遷移します。 

５. 確認画面で発注内容の確認をし、全て正しければ、 を

押下し、注文を確定してください。  

 

 

※AS成行注文を利用する場合は、WEB取引画面のASストリーミン

グ設定で、利用可否を「利用する」に変更する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                       

 

     

注文内容の訂正やキャンセルする場合は を 

押下してください。 
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AS 成行注文の注意点 

 

※AS 成行注文では、発注した売買の反対の建玉がある場合には自動的に決済注文となります。 

  また、決済建玉の選択は「決済建玉自動選択順序」にて選ばれたルールに従います。 

 詳しくは、下記 URL よりご確認ください。 

  https://www.rakuten-sec.co.jp/fx/help/asstreaming/fx_pattern.html 

 

※未約定の指値・逆指値注文（複合注文を含む）は、AS 成行注文「発注時」に、他の通貨ペアも含めて数

量、売買、新規/決済の区別なしに全て自動的にキャンセルされます。 

  

※ＡＳ成行注文設定後も引き続き従来の注文方法（ストリーミング、シングルリーブオーダー、ＯＣＯ、ＩＦ-ＤＯＮ

Ｅ、ＩＦ-ＯＣＯ）のご利用が可能です。 

 

※ ＡＳ成行注文では両建はできません。また、両建の状態で発注すると両建ポジションは解消されます。両建

をしたい場合や両建を残したい場合には、ＡＳス成行注文ではなく、従来の方法にてご注文ください。 

 

※ タイムラグがあるため、表示されたﾚｰﾄ（参考レート）で約定するとは限らず、予想外のレートで約定する 

場合があります。 
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 ５．ポジションサマリ 
 

ポジションサマリは、通貨ペアごとの［合計建玉数量］、［評価損益］、［未決済スワップ損益］、［差引損益］を 

表示します。 

メインメニューより「3.ポジションサマリ」を選択し「■ポジションサマリ」画面を表示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※［合計建玉数量］は売建玉と買建玉の合計数量で、ネット数量ではありません。 

例：売建玉 30,000 、買建玉 50,000 の場合は 80,000 と表示されます。 

  

① の［USD/JPY］や②の［NZD/JPY］のような通貨ペアの表示を押下すると、 

「建玉照会」画面に遷移します。（25 ページを参照） 
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 ６．注文照会 
注文照会では、今までの注文履歴をみることができます。 

メインメニューより「４.注文照会」を選択し「■注文照会」画面を表示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「全て」を選択すると全ての通貨ペアが対象となります。 

  

２.②のプルダウンメニューより照会をしたい［注文区分］選択してください。 

 

３.③プルダウンメニューより照会したい［売買］の別を選択してください。 

 ［全て］・・・全ての注文    ［売］・・・売注文    ［買］・・・買注文 

 

４.④のプルダルンメニューより照会したい［状態］を選択してください。 

［全て］・・・全ての状態 

［待機中］・・・IF-DONE や IF-OCO 注文の２次注文 

［有効］・・・有効な注文の状態 

［取消済］・・・注文を取消した状態 

［約定済］・・・注文が約定した状態 

［取消処理中］・・・注文取消を実行し、取消が確定するまでの状態 

［執行中］・・・注文を執行している状態 

 

５.①～④を選択後、 を押下してください。 

選択条件を満たした注文一覧を表示します。 

一覧の上部に全体の「表示件数/全体の件数」が表示（右の例では

「2/7 件」）されます。 

複数件ある場合は を押下し、表示してください。 

 

１.①のプルダウンメニューより照会をしたい［通貨ペア］を選択してください。  
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 7．約定照会 
約定照会では、今までの約定履歴をみることができます。 

メインメニューより「５.約定照会」を選択し「■約定照会」画面を表示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「全て」を選択すると全ての通貨ペアが対象となります。 

  

２.②のプルダウンメニューより照会をしたい［注文区分］選択してください。 

 

３.③プルダウンメニューより照会したい［売買］の別を選択してください。 

 ［全て］・・・全ての注文    ［売］・・・売約定    ［買］・・・買約定 

 

４.①～③を選択後、 を押下してください。 

選択条件を満たした約定一覧を表示します。 

一覧の上部に全体の「表示件数/全体の件数」が表示（右の例では

「2/2 件」）されます。 

複数件ある場合は を押下し、表示してください。 

 

１.①のプルダウンメニューより照会をしたい［通貨ペア］を選択してください。
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８．建玉照会 
建玉照会では、現在保有中の建玉詳細をみることができます。 

メインメニューより「６.建玉照会」を選択し「■建玉照会」画面を表示してください。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.①のプルダウンメニューより照会をしたい［通貨ペア］を選択してください。

 「全て」を選択すると全ての通貨ペアが対象となります。 

  

２.②プルダウンメニューより照会したい［売買］の別を選択してください。 

 ［全て］・・・全ての建玉    ［売］・・・売建玉    ［買］・・・買建玉 

 

３.①～②を選択後、 を押下してください。 

選択条件を満たした建玉一覧を表示します。 

一覧の上部に全体の「表示件数/全体の件数」が表示（右の例では

「2/2 件」）されます。 

複数件ある場合は を押下し、表示してください。 
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 ９．口座照会 
 
口座情報照会画面では、閲覧時点での口座情報をみることができます。 

メインメニューより「7.口座照会」を選択し「■口座情報照会」画面を表示してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

１.①の「口座情報照会」を押下すると、下記の情報をみることが 

できます。 

  

［純資産］ 

受入証拠金（総預金額）±値洗い損益－出金指示額（出金依頼

額）±未決済スワップ損益＝純資産 

 

［受入証拠金］ 

通貨別残高詳細の合計（外貨に関しては評価レートの欄に表示さ

れているレートで円換算額）  

 

［アセットコントロール］ 

お客さまご自身で設定された自動決済水準 

［未決済建玉評価損益］ 

現在保有中の建玉の評価損益合計。受入証拠金に反映されるのは､決済時またはデリバリー（受渡）時のみ

となります｡ただし純資産額には毎日反映されます。 

 

［未決済スワップ損益］ 

現在保有中の建玉について発生しているスワップポイントの損益合計金額。受入証拠金に反映されるのは､

決済時のみとなります｡ただし純資産額には毎日反映されます。 
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［入出金予定額］ 

先日付（さきひづけ）の入出金金額を表示。売買損益はお客様の受入証拠金に即日反映されるため、この項目に

は金額が表示されません。 

 

［建玉必要証拠金］ 

現在保有中の建玉の証拠金合計。 

 

［注文中証拠金］ 

現在注文中（約定はされていない）のポジションの証拠金合計。 

 

［注文必要証拠金］ 

建玉必要証拠金と注文中証拠金を合計したもの。 

 

［取引余力（出金可能額）］ 

受入証拠金＋（未決済建玉評価損益＋未決済スワップ損益）－出金依頼額－（建玉必要証拠金額＋注文中

証拠金額）＝取引余力額（出金可能額） 

 

［証拠金維持率］ 

純資産÷建玉必要証拠金×100 結果は％で表示。 

 

［プレアラーム基準額］ 

純資産額が、建玉必要証拠金の 120％となる金額。  

 

［アラーム基準額］ 

純資産額が、建玉必要証拠金の 100％となる金額。 

 

［ロスカット基準額］ 

純資産額が、建玉必要証拠金の 50％となる金額。(法人のお客様は純資産額が、建玉必要証拠金の 80％となる

金額。) 純資産額がこの金額以下となった場合には、全ての建玉が決済されます。なお、純資産額の計算は一定

間隔での時価評価で行われる関係上、当初のロスカット基準額と乖離する可能性がありますので、ご注意ください。  

 

 

２.②の「通貨別残高照会」を押下すると、お客様からお預かりしている金額の残高を通貨別に表示します。 
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 10．入出金照会 
 
入出金照会画面では、閲覧時点での入出金情報をみることができます。 

メインメニューより「8.入出金照会」を選択し「■口入出金照会」画面を表示してください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入出金履歴では過去 1 カ月間の取引損益・スワップ金利・コンバージョン等の、受入証拠金の増減に関する履歴を

各通貨別に閲覧することができます。 

また、決済した建玉の損益やスワップ金利などがすぐに閲覧できます。 
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◆外国為替証拠金取引のリスク 
外国為替証拠金取引（以下、「楽天ＦＸ」といいます。）には、以下のリスクがあります。 

 

・楽天ＦＸには、レバレッジ（てこの作用）による大きなリスクが伴います。実際の投入資金に比べて大きな取引が可能なため、大きな利益が期待できる半面、

予想した相場と違った場合には損失も大きくなります。外国為替レートがお客様のポジションに対して一定の割合以上不利な方向に変動した場合などは、

お客様の損失の拡大を防止するため、お客様の保有するポジションの全部が強制的に決済される可能性もあります。楽天ＦＸでは、相対的に小さな資金

で大きな利益を得ることが可能ですが、逆に、預託した資金（証拠金）をすべて失う、あるいは預託した資金を超えて損失を被る可能性も同時に存在する

ことを認識する必要があります。 

 

・外国為替取引では、ほぼ２４時間常に外国為替レートが変動しています。楽天ＦＸでは外国為替レートがお客様にとって不利な方向に変動した場合、

為替差損により証拠金の一部若しくは全部、又は証拠金の額以上の損失が発生する場合があります。損失を限定させることを意図した特定の注文方法

（ストップロスオーダー）は、通常の市場環境ではお客様の損失を限定する効果があるものと考えられますが、相場の状況によっては有効に機能しないことが

あり得ます。例えば、外国為替レートが一方向にかつ急激に変動した場合、お客様が指定された外国為替レートよりも不利な条件で約定する可能性があ

り、意図していない損失が生じることがあります。また、お客様が当社の定める最低証拠金を維持できない場合や、お客様のポジションがロスカットルールの

基準に該当した場合の強制反対売買により、その損失が強制的に確定するリスクがあります。相場の状況によっては、ロスカットルールにおいて設定された

基準から大きく乖離したレートで約定される場合もあり、必ずしも損失を想定額の範囲に抑えられるとは限りません。ロスカットルールの実行により、証拠金

の額以上の損失が確定した場合、お客様に追加の支払いが発生するリスクがあります。なお、売買注文は、その注文が約定するまではキャンセルすることが

できますが、一度約定した売買注文をキャンセルすることはできません。 

 

・楽天ＦＸによる外国為替取引では、組織化された取引所を経由せず、相対取引（ＯＴＣ＝Over the Counter 取引）によって行われます。ＯＴＣ取引での

外国為替取引は、有価証券や商品先物などの取引所取引とは異なる独自の規制に基づいて管理されます。そのような性質からＯＴＣ 取引では取引の

執行を当事者同士の信頼に依存する部分が取引所取引と比べてより多くなります。お客様は外国為替証拠金取引を開始される前に、取引の性質とそ

れに伴うリスクについて理解する必要があります。 

 

・お客様より差し入れられた為替証拠金は、当社の財産と分別して、株式会社三井住友銀行に信託し管理しています。ただし、為替証拠金は投資者保

護基金の補償対象ではありません。 

 

・楽天ＦＸでは、外国為替取引の状況により、お客様が保有するポジションを決済することや、新たにポジションを保有することが困難となることがあります。

外国為替取引には値幅制限がなく、特別な通貨管理が行われていない日本円を含む主要国通貨の場合、通常は高い流動性を示しています。しかし、

主要国での祝日や、ニューヨーククローズ間際・週始のオープンにおける取引、あるいは普段から流動性の低い通貨の取引は、当社の通常の取引時間帯

であっても外国為替取引の状況によっては、外国為替レートの提示が困難になる場合もあります。また、天災地変、戦争、政変、為替管理政策の変更、

同業罷免等の特殊な状況下で、特定の通貨の取引が困難又は不可能となる可能性もあります。 

 

・楽天ＦＸでは、通貨の交換を行うのと同時に金利相当額の交換も行なわれるため、日々スワップポイントの受払いが発生します。スワップポイントの受払い

は、各国の景気や政策など様々な要因による金融情勢を反映した市場金利の変化に応じて日々変化します。そのため、その時々の金利水準によってス

ワップポイントの受取の金額が変動するリスクがあるばかりか、支払いになるリスクがあります。また、お客様がポジションを決済するまで、スワップポイントの受

払いが発生します。これにより、外国為替レートが変動しなくとも、スワップポイントの支払いとなるポジションを継続した場合には、損失が生じることがあります。

なお、スワップポイントは金利ではありませんので、外国為替売買損益の一部を構成することになります。 

 

・インターネット取引システムを利用したお取引は、電話でのお取引とは異なる独自のリスクが存在します。楽天ＦＸでのお取引は、注文の受付に人手を介

さないため、お客様が売買注文の入力を誤った場合、意図した注文が約定しないか、あるいは意図しない注文が約定して損失が発生する可能性がありま

す。また、口座番号、パスワード等の情報が、窃盗、盗聴などにより漏れた場合、その情報を第三者が悪用することにより、お客様に損失が発生する可能

性があります。 

また、システム障害により実勢レートと大幅に乖離した価格で約定した際に、当該約定が取消される場合があり、さらに、システム障害が生じても、相対取

引であるがゆえに障害時の妥当な値段の確定ができないことがあります。これらが当社の責に帰する場合も帰さない場合も、お客様の得るべきであった利

益又は発生した損失については、当社は一切その責めを負わないものとします。 

 

商号等：楽天証券株式会社 

金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第195号、商品先物取引業者 

加入協会：日本証券業協会、社団法人金融先物取引業協会、日本商品先物取引協会 

○お問合わせ 

0120-41-1004 

03-6739-3333（有料） 
○電話受付時間 

平日： 午前 8：00～午後 6：00 まで 


